
 

 

 

VELOREX  Press release                2026 年 10 月 17 日  

2026 SUPER GT Rond 7, AUTOPOLIS GT 3Hours RACE 

「快晴のオートポリスで片山義章が見事 Q1 突破。ニクラ

ス・クルッテンの快走で、決勝 15 番手グリッドを得る」 

●10 月 17 日（公式練習/予選） 

スーパーGT 第 7 戦『AUTOPOLIS GT 3Hours RACE』は、晴れやかな天候の中、大

分県オートポリス・サーキットを舞台に開催されました。 

午前 10 時 30 分からの公式練習を前に、2026 年 7 月 28 日の令和 8 年熊本地震で

お亡くなりになった被災者の方とご遺族の方々に哀悼の意をこめて黙とうが行なわれました。 

公式練習は、気温 21℃、路面温度 23℃というコンディションの中でスタート。オートポリ

スとしては珍しく、気持ちの良い快晴のレースウィークが過ごせそうです。 

6 号車 UNI-ROBO BLUEGRASS FERRARI は、まずはニクラス・クルッテン選手が

コースイン。しかしセッション開始早々に GT３００クラスの１台にトラブルが出てグラベルにス



 

 

 

トップしたため、赤旗が出されセッションは中断となりました。１０時 57 分に再スタートとなり、

再びニクラス・クルッテン選手がステアリングを握り、８周目に 1 分 45 秒 529 をマークしま

す。しかしマシンのバランスはいまひとつで、その後も 2 度ほどセットアップ変更を試みて片

山義章選手に交代。そのまま片山義章選手が GT300 クラスの占有走行も走り切り、チーム

は最終的に 25 周をこなし、17 番手でセッションを終えました。 

午後の予選は 14 時 30 分に、Ｑ１A グループからのスタートです。6 号車は今回予選Ａグ

ループでの出走となり、片山義章選手がまずは Q1 突破を目指します。通常ですと第 7 戦は

サクセスウェイトが半分になるのですが、第３戦のセパン大会が順延となったため、今大会は

最大のサクセスウェイトが搭載されるレースとなりました。６号車には４２kg のサクセスウェイ

トが搭載されています。 

気温２３℃、路面温度２９℃というコンディションの中、片山義章選手はコースオープンと同

時にコースインし、タイヤを温めるといち早くアタックに突入。３周目に１分 44 秒９９８でトップ

に躍り出ましたが、路面コンディションの良くなった終盤に何台かのマシンがタイムアップ。そ

れでも６号車はなんとか予選９番手で踏みとどまり、見事予選Ｑ２進出を決めました。 

予選Ｑ２では、ニクラス・クルッテン選手が３周目に１分４４秒４６３をマークして５番手に飛

び込みましたが、やはりセッション終盤にタイムアップするマシンが何台か出て、最終的に 15

番手となり、明日の決勝レースは 8 列目からのスタートとなりました。 

 

 



 

 

 

 

■片山義章選手のコメント 

「朝の公式練習では、マシンのバランスがいまひとつで、グリップ感も不足しているような状

況でした。いろいろとセットアップを変更して試したのですが、最後まで満足のいくセットアッ

プは見出せませんでした。予選までにいろいろ話し合ってセットアップを変更しましたが、不

安な要素が残っていたので、自分がＱ１を担当することにしました。 

予選中のアタックラップで、前のマシンがこちらに気が付いていなかったのかストレートで

ウィービングをしていて、パッシングをしたのですがどいてくれませんでした。それでタイムロ

スしてしまったのですが、なんとかＱ１を通過出来て良かったです。アタックラップの次の周の

セクター１が自己ベストなのは、ストレートで邪魔されなかったからですが、もう１周いくには残

念ながらタイヤが終わっていました。その車両には予選後にペナルティが課されましたが、そ

れがなければ、自分たちはもっといい順位で予選Ｑ１を終えられたと思いますし、 

明日の決勝までに、いろいろとセットアップについてはまだ試したいこともありますので、ま

ずはウォームアップでそれを試せる範囲で試して、どうするか決めたいと思っています。決勝

はニクラス・クルッテン選手と力を合わせて、良い結果を持ち帰るつもりです」 

 



 

 

 

■ニクラス・クルッテン選手のコメント 

「朝の公式練習はマシンのバランスが不安定で、アンダーが出たり、オーバーが出たりしてい

て、ドライビングがとても難しかったです。マシンは最後までアジャストしきれませんでしたが、

予選Ｑ１は片山義章選手が素晴らしい仕事をしてくれて、僕にＱ２を走るチャンスを与えてく

れました。僕のアタックラップは、ややトラフィックに引っかかってしまって、ベストな走りとは言

えなかったと思いますが、ミスがあったわけではないので、マシンのパフォーマンスは引き出

せたと思います。チームは明日までにセットアップをもう一度見直してくれると言っていますの

で、それを信じて、明日は片山義章選手と攻めのレースをするつもりです」 

 

■小倉啓悟チーム監督のコメント 

「公式練習では、持ち込みセットがいまひとつしっくりこない状況で、ふたりのドライバーもしっ

くりこない感触でした。バランス的にも満足できる状態までは詰め切れず、予選に向けて一抹

の不安を抱いていました。予選 Q1 は片山義章選手が頑張ってくれたと思います。予選まで

にエンジニアがセットアップ変更を試み、予選Ｑ１は突破しましたが、他のフェラーリには負け

ていたので、予選Ｑ２に向けてさらにアジャストし、ニクラス・クルッテン選手に委ねました。タ

イム的には本人も納得はできていないと思いますが、頑張ってくれたと思います。明日の決

勝は３時間レースですし、チャンスはあると思います。今日の走行データを解析し、明日のウ



 

 

 

ォーミングアップで決勝用のセットアップを確認し、最後まで粘り強く戦います。幸い今日の

走行ではタイヤのピックアップも良さそうで、自分たちは給油リストリクターも無いので、トッ

プグループについていけば、最後は面白いレースになると期待しています。応援よろしくお願

いします」 

 

 

■本リリースに関するお問い合わせ：チームルマン広報部：info@teamlemans@co.jp 

 

 

 


